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洒米品種「美山錦」の品質変動

芳賀静雄・今野　周・山川　淳■・谷口恵之助‥・宮野　斉…

（‥呈濫慧孟よ諾讐芸琵琶芸霊宝芸芸所）
GrainQualityVariabilityofBrewer・sRiceCultivar　■Miyamanishiki”inYamagataPrefecLurl，

shiz。。HAGA，ShuKoNNO，AtsushiYAMAK∧WA．，

Kei。。S。k。TANIGUCⅢ＝and HitoshiMIYANO…

YamagataPrefecturalAgricultura川xperimcntSLation・＋shonaiBranchl

YamagataPref・Agr・Exp・Stn・・HsaihokuHranch・YamagataPrer・Agr・

Exp．Stn・・…Tsuruoka＾griculturallてxtentionServiecStation

1　は　じ　め　に

「美山錦」は．1988年に山形県優良品種として採用され，

1990年には189haに作付されている。しかし，1990年産米

は全般にはっきりとした心白の発生が少なく未熟粒の混入

により検査等級が低下した。等級別割合をみると，l等0

％，2等6．5％．3等86．0％，規格外7．5％となっており，

より高品位米の生産が望まれている。

このため，「美山錦」の酒米加工適性を高めるための生

育指標の明確化を目的に試験を実施した。

2　試　験　方　法

ll）実施年次：1990年

（21実施場所：山形農試本場（山形市，細粒灰色低地上），

同庄内支場（藤島町細粒強グライ土），同最北支場（新

庄市，表層腐植質多湿黒ポク土），同置賜分場（南陽市，

細粒強グライ土）

（3）供試品挿：美山錦

14）施肥条件（施肥窒素合計；kg／a）

施 肥 水弊 本　 場　　 庄　 内　　 最　 北

Ⅰ 0　　　　　 0　　　　　 0

Ⅰ 4　　　　　 4　　　　　 4

Ⅲ 6　　　　　　 9　　　　 10

Ⅳ 10　　　　 11　　　 14

Ⅴ 12　　　　 14　　　　 16
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（5）その他の管理は各場所の耕種方法によって実施した。

（6）調査項目及び方法二生育経過，収■星及び品質について

は常法によって行った。精米粗蛋t′1含有率については，酒

米用鴨精機を使用して75％に拍粍した後，精米粉をケルダー

ル法により測定し，零素含有率に5．95を乗じて算出した。

3　試験結果及び考察

表1に，各試験場所における生育，収虫及び品質につい

て示した。各場所とも施肥量が多くなるに伴い．相良が良

表1各試験場所における生育，収騎及び品質（1990美山錦）

試

験

場
所

施

肥
水

準

出捌 搾 島 松 長 療 激 震 当送 警 孟 悪 霊

（M ．D ） （cm） （co ） （／ d ）∝ 10 2 ） tg ）

8． 2　 8 2．2 18 ．9　 2 9 7　 2 14　 2 4・2【

本

場

Ⅰ

Ⅲ 1　 8 6．2　 2 0．1　 30 6　　 2 7 1　 2 4．0

Ⅲ

Ⅳ

1　 89 ．5　 2 1．0　 30 9　　 3 2 0　　 23 ・8

1　 9 7 0　 2 1．1　 3 6 0　　 39 6　　 2 3．1

V 7．3 1 10 0．5　 20．2　 3 7 7　　 4 17　　 2 2．g

庄

内

支

場

Ⅰ 8． 3　　 6 9．8　 18．6　 2 3 3　 18 0　　 2 5．1

Ⅲ 7 ．3 1　 7 4．3　 18．2　 2 6 0　 19 0　　 2 4・8

Ⅲ

Ⅳ

V

3 1　 8 9．8　 17．8　 3 8 9　　 3 0 7　　 23・9

3 1　 8 8．3　 18 ．6　 3 7 7　　 2 9 g　　 23．4

3 1 10 2 ．0　 19．9　 48 2　　 4 3 0　　 2 2．8

般

北

支

均

Ⅰ 8． 6　　 8 1．9　 18．9　 28 4　　 2 13　　 2 4．1

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

6　　 8 0．7　 19．0　 2 7 1　 2 3 3　　 2 4．2

6　　 8 4．3　 18 ．9　 3 17　　 28 8　　 2 4．3

6　　 隠 5　 18 ．8　 3 4 6　　 2 9 1　 2 3．9

6　　 8 8．2　 18．6　　 3 6 6　　 30 6　　 2 3．7

監

賜

分

場

1 8 ． 8　　 79．1 18．7　 2 6 2　　 2 26　　 23 ．9

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

V

6　　 80．6　 2 0．1　 3 1 1　 2 7 3　　 2 4．2

5　　 9 3．5　 19．9　 34 4　　 2 4 7　　 2 4．1

6　　 9 5．4　 19．7　 3 7 7　　 4 1 1　 2 3．8

7　 10 6．7　　 2 1．3　　 4 4 6　　 48 0　　 2 3．5

熟　鮪玄米
合　収　椋

匝）（k／a）l％）　t刺
5　42．8　84．1　36．2　　4．7

58．8　　80．0　　33．2　　5．0

52．3　　77．6　　29．4　　6．1

69．5　46．7　68．4　21．8　　5．3

68，0　44．8　66．4　22．0　　5．4

86．6　32．2　81．7　47．5　　4．6

93．2　41．3　79．4　45．9　　4．8

84．2　54．7　77．6　40．5　　5．1

85．4　　55．5　　70．4　　39．1　5．4

65．2　42．9　58．4　23．1　6．5

89．6　　37．9　87．6　　27．2　　4．9

88．7　41．8　80．0　28．8　　5．0

83．4　47．6　81．0　27．0　　5．0

83．1　47．9　78．2　22．9　　5．1

82．5　48．4　　74．2　21．4　　5．2

90．7　41．8　78．8　26．4　　4．0

89．4　53．4　80．2　34．2　　4．4

81．2　　58．2　　74．8　　28．4　　4．4

76．7　63．7　67．4　26．8　　4．7

52．6　47．7　66．4　22．5　　5．6

注．柿玄米千拉軋　柿玄米収鼠及び品質は，梅坪2・Omllト・のデータで／】け○
栢米粗蛋白含有率は，松橋米車75諮時の値で′】け。
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くなり，穂数及びd当り籾数が増加した。また，籾数の増

加に伴って精玄米丁・拉軋豊熟歩合が低卜する傾向にあっ

た。同様に，施肥量の増加に伴い整粒歩合が低下するとと

もに，幣拉中に占める心自柏の割合が低下する傾向が認め

られた。場所別にみると，心白発現率は庄内支場で高く，

巌北支場でやや低かった。また，精米租蛋白含有率は施肥

星の増加に作って高まる傾向が認められた。

精玄米収量は．相良，d当り籾数などと有意な正相関が

あった。また，繋拉歩合及び心白発現率は，生育員を表す

梓長，穂長，穂数」ポ当り籾数と負の相関関係にあり，

方，登熱歩合，千粗重と有意な正の相関が認められた。精

米中の租蛋白含有率は，出穂期，拉垂，登熟及び華粒歩合

と負の．相良及びポ当り籾数と有意な正の相関がみられた。

これら相互関係から，生産安定を図り．加工適作の高い

「美山錦」を生席するための条件について検討した。

「美山錦」は長押で耐倒伏性が卜分でない。相良及び穂

数と倒伏程度との関係から，倒伏程度を2以内にとどめる

には，梓長92cm．ポ当り秘数350本程度に抑えることが必

要であった。また，棟数350本が確保された場合，ポ当り

籾数は2万8千粍程度が得られた。一方∴籾数の増加に伴

い収員は増加するが．ポ当り3万5千粒を越えると倒伏に

より減収する場合がみられた。nf当り27J7～87■粒で．

玄米重a当り52kg精度が得られた。また，軽拉歩合80％を
確保するためのポ当り籾数は2ノノ7T・拉以下とみられた

（データ略）。

図1には．玄米粍厚別にみた千拉竜と心R発現率につい

て示した。粍厚2mm以下では千粍垂が小さく，JL巾の発

現も低く，粒厚が厚いほど発現率は高まった。千粒電と心

白発現率には有意な止相関（0．69）が認められた。また，

図2には，ポ当り籾数と千粒重及び心自発現率との関係に

ついて示した。千粒重．心自発現率ともポ当り籾数の増加

に作って，減少する傾向がみられた。

図3には，ポ当り籾数と加＿L適性における重要な要件の

一一・つである精米粗蛋l二l含有率の関係について示した。籾数

が多いほど粗蛋n含有率は高まる傾l如こあり，同・粗放の

場合は豊熟歩合が高いほうが含有率が低かった。また，精

玄米千校重も租倭白含有率と負の相関（－0．63）が認めら

れた。

「美山錦」の出穂後項等気温と整粒歩合及び心自発現率

の関係を図4に示した。軽拉歩合は，950度から1，100度の

間で高く，刈取り時期が遅れるに伴い，心自発現率が低卜

することが認められた。このため，適期収穫に留意するこ

とが重要である。

以l∴本試験の結果をまとめると，

①多肥による過剰な生育は，倒伏と習熟歩合の低トを招く，

②ポ当り籾数が多くなるに伴い，整柁歩合，千托重及び心

n発現率が低卜し，ポ当り2〟6－7丁・粒を越えるとこの

傾向が大きい，③精米粗蛋白含有’率は，籾数の増加と登熟

歩合の低卜によって高まる，④整粒歩合及び心白発現率の

推移からみた「美山錦」の刈取り適期は，出穂後積算気温

で950－1，100℃程度であること．などが示された。
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図1　玄米拉厚別にみた丁・柚萌，心自発現率
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図2　rげ当り籾数と丁▲粒乱　心白発現率
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図4　出穂期積算気温と整枝歩合，
心白発現率の推移
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